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取り組み事例４：埼玉県幸手市  

 
～ “幸手”という地名を活かした一連の取り組み～ 

 

埼玉県幸手市 基本計画 

 

平成 1４年４月提出 

平成１７年３月変更 

幸手市商工会 ＴＭＯ構想 

 

平成 1７年３月提出 

 

①中心市街地の概要 

◆幸手市の概要 

幸手市は埼玉県の北東部に位置し、市の東部は

千葉県（野田市）と、北部は茨城県（五霞町）と

接しています。前身となる幸手市が戦後、行幸村、

上高野村、吉田村、権現堂川村、八代村、桜田村

と豊岡村の一部との合併分離を経て現在の形とな

り、昭和６１年１０月に当時県下４０番目の市と

して市制施行しました。 

本市は古くは日光道中の宿場町として栄え、近

年は首都圏のベッドタウンとして発展してきまし

た。また、関東地方でも有数の桜の名所である「権

現堂堤」で知られており、春になると桜並木と周

囲に広がる菜の花を楽しむ観光客のみなさんで賑

わいます。 

 

◆中心市街地の位置 

中央通り線が中心となり、東武鉄道日光線幸手

駅から東側に広がる商業地域、近隣商業地域を含

む範囲。 

 

◆ＴＭＯ構想の目標・テーマと基本方針 

目標・テーマ 

●『幸せづくりサポーター・桜・幸手』 

●「幸せ」を「手」にするまち。「共に」いる（ある）

幸せをつくる。 
 
基本方針 

（１）家族・仲間と共に～少子高齢化や情報社会を

支えるために 

（２）顧客・生活者とともに～商店会と個店の経営

革新を促すために 

（３）ペット・音楽とともに～高齢化社会の元気づ

くりと癒しのため 

（４）幸手の歴史・文化とともに～新たな市民文化

の振興のために 

中心市街地区域
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②地域の個性や特徴あるイメージを活用した事業 

「幸手という地名」と「桜の名所」を活用したまちづくりの取り組み 

 

◆取り組み背景の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み 

●中心市街地活性化のテーマを「幸せづくりサポーター・桜・幸手」と設定し、この

テーマに基づき、TMO幸手では幸手市商業協同組合と連携して「幸せづくり応援事

業」を組み立て、平成 17年度から取り組んでいます。 

●平成 17 年度は、幸手市商業協同組合の発案である「幸手 幸せ物語事業」を、平

成 18年度は「幸せの十社めぐり事業」を中心に事業展開を進めています。「幸手 幸

せ物語事業」は、幸手の起源、歴史なども土台として、全国から昔話風なものから

現代風のものまで、独自のアレンジの中で創作物語を募集し、幸手を訪れたことに

より幸せになれるということを印象づける作品を、メディアを利用して広報するも

のです。 

●「幸せの十社めぐり事業」は、幸手市の十社すべてを詣でることにより幸せになれ

るという願いを込めた事業で、企画検討を進めています。 

●また、TMO幸手では重点事業を位置づけ、部会を中心に「空き店舗対策事業部会～

平成 17年 11月第１号店舗『しあわせ Cafe Ami（アミ）』のオープン」、「ドック

ラン部会～事業実施に向けての準備」、「特産品部会～幸せ弁当の募集」、「幸せの小

道部会～幸せ物語の募集・選考」を進めるとともに、まちづくりグループや朝市・

夕市事業の支援などが行われています。 

着目した地域資源等 

「地名」と「桜」 

わかりやすいテーマ設定 

・中心市街地の目標イメージを、地名を活かして

「幸せ」を「手」にするまちとし、「共に」いる

（ある）幸せをつくるという考え方のもとに、

市民相互、市民と商業者等の中心市街地を取り

巻く様々な人々や地域資源を結びつける場や仕

組みを作る一連の取り組み事業を、TMO を中

心に取り組んでいます。 

・また、幸手市には関東の桜の名所と知られる権

現堂堤があり、桜は幸手市の花でもあることか

ら、「幸せ」とともに「桜」も、まちづくりのテ

ーマとして取り上げています。 

権現堂堤の桜 
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◆主な事業の概要（アンケート調査等より） 

①幸手 幸せ物語事業（事業主体：ＴＭＯ/幸せの小道部会） 

②幸手 一店逸財（事業主体：ＴＭＯ/推進室） 

③桜のまち 幸せ弁当（事業主体：ＴＭＯ/特産品部会） 

 

事業概要 

①幸手 幸せ物語事業 

●幸手という地名を活かして、「幸せ」をテーマにしたヒントをいただき、それをアレンジ

して物語として完成させ、中心市街地活性化につなげます。（幸せをテーマにした作品（手

配・手紙・絵・詩・俳句）等を募集。） 

②幸手 一店逸財 

●日光街道の宿場町として古くから栄えた「幸手」の商店街には、常に歴史的価値のあるも

の、後生に伝えていくもの、非常に珍しいもの等がたくさんあります。それを取材してＨ

Ｐにて紹介します。 

③桜のまち 幸せ弁当 

●平成１８年度桜まつり期間中、お弁当の製造販売が可能な事業所・団体を募集します。 

【募集規程】 
「市内で作られた食材を使用する」、「料理のジャンル、価格は問わない」、「複数応募可能」

事業上苦労した点、工夫した点 

①幸手 幸せ物語事業 

●苦労した点は、作品の集まり具合、ＰＲ方法、物語の作成でしたが、教育委員会を通じて

市内小中学校児童にＰＲし、対応を図りました。 

②幸手 一店逸財 

●一店逸品は商品紹介、一店逸財はお店や中心市街地にある『財（たから）』という点をＰ

Ｒ工夫しました。 

③桜のまち 幸せ弁当 

●募集規程で、幸手市内で作られた食材を一点以上使用するという点を工夫しました。 

事業費 

①幸手 幸せ物語事業 

●商工会の支援と埼玉県中小企業振興公社（埼玉県中心市街地商業活性化推進事業助成金交
付事業）を活用しました。 

②幸手 一店逸財 

●無料（ＴＭＯ担当職員とＨＰ編集担当の労力のみ） 

③桜のまち 幸せ弁当 

●商工会・市から支援を得ました。 

評価 

①幸手 幸せ物語事業 
●応募作品は市内小学生からの応募のほか、市外の方からも「桜」に対するまちづくりへの
ヒントが多く寄せられました。 

②幸手 一店逸財 

●改めて幸手市内の歴史的重みを知ることができました。また、商店に取材時、新たなお宝
を発見することができました。 

③桜のまち 幸せ弁当 

●地元の飲食店との情報が密になりました。 
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反省点、課題、今後の目標 

①幸手 幸せ物語事業 

●作品の集まり具合と、物語化による活性化の内容検討が課題です。（111 点応募がありま

した） 

●ＴＭＯ幸せの小道部会では、この事業を前段として考え、次年度「幸手十社詣で事業」を

実施する予定です。中心市街地内にある神社や、一店逸財で紹介した店舗、商店を絡めて

回遊する事業を企画しています。 

②幸手 一店逸財 

●担当職員一人で企画・取材・取りまとめをしているので、定期的に出来ません。商店によ

っては、処分や散逸して現存しない場合がありました。 

●紹介する資源には限りがあるかもしれませんが、後生に伝えていく上では大切なので、少

しずつ進めていきたいです。名称の商標登録が可能性についても検討したいです。 

③桜のまち 幸せ弁当 

●販路開拓を進めることにより、利益計上につなげていくことが今後の課題です。 

●「しあわせ Cafe Ami（アミ）」や「桜まつり」等のイベントにおいて販路開拓を進めます。

●「桜まつり」時には、旅行会社とのタイアップを図りたいです。 

 

 

参考：「幸せ」、「桜」をテーマにした各種取り組み 

●空き店舗活用            ●幸手幸せ物語、桜のまちしあわせ弁当の募集 

「しあわせ Cafe Ami（アミ）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●へそづくり応援団によるアイスクリーム
の商品開発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※関連情報は TMO幸手のＨＰを参照してください。http://www.tmo-satte.com/ 


